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審査意見

※審査意見とは…�議会が承認し成立したものについて、今後の改善点、事業の進め方等について議会からの公式の意見・要望
を付したものである。

※予算委員会とは…�予算の中身や金額の妥当性などを詳細に議論し、チェックする委員会である。次年度の事業方針を決定す
るという意味で非常に重要な審議の場である。

文化観光の推進
文化遺産センター展示室充実事業

1,450 万円
　光と水の浄土の世界観を体感できる展示に向
けた整備をする。既存の展示解説は最新の調査
研究を踏まえた内容へ見直しを行う。

震災復興から15年
世界遺産登録15周年記念事業

1,082 万円
　世界遺産登録15周年にあわせて、平安時代
の衣食住を展示する。また、東下り行列で使用
された歴代の義経の衣装の展示も予定している。

町民の足の確保は

問 コミュニティバスの運行委託料が年々
増加している理由と利用状況は。

答 �人件費等の上昇である。利用状況は、
登録者数は毎年増えている。一度乗っ
てみると以外に使いやすいとか、今後
も意見等を伺いながらさらに利用しや
すいように運行していく。

•�健康福祉交流館経営の構造改革を推進されたい。
•�少子化と人口減少対策事業の拡充に努められたい。
•�子ども・子育て支援事業の拡充に努められたい。
•�町の補助金事業の検証と事務事業評価を行うこと。

予算の詳しい内容は、「広報ひらいずみ４月号」をご覧ください。

自主財源の確保はどの自治体でも厳しさを増し
ている。その中で当町は定住促進と企業誘致を計画

的に進め、将来的な税収基盤の強化を図る必要がある。
また、事業の必要性を精査し、限られた財源を重点的に

配分することで結果として町民の福祉向上につなげていくべき
ではないだろうか。

予算委員長の
目
線

高齢者の足の確保を
財政が厳しい中ですが、高齢者福祉の充実
は欠かせないと思います。特にも、通院や
買い物等の交通手段であるコミュニティバ
スは、利便性を重視して運行して頂きたい
と思います。

山
やま

田
だ

　慶
けい

治
じ

さん
（長島字二反田）

町
民
町
民
のの
声声

自主財源
31.0％

依存財源
69.0％

町税
8億3401万円
町税
8億3401万円

その他
8億4562万円
その他
8億4562万円国庫支出金

3億8799万円
国庫支出金
3億8799万円

県支出金
3億1206万円
県支出金
3億1206万円

町債
4億3020万円

歳入
54億

4400万円

歳出
54億

4400万円
総務費
10億4201万円
総務費
10億4201万円

民生費
13億418万円
民生費
13億418万円

衛生費
6億7574万円
衛生費
6億7574万円

農林水産業費
3億2185万円

商工費
1億6062万円

土木費
4億1500万円

消防費
2億530万円

教育費
7億5650万円
教育費
7億5650万円

公債費
4億6584万円
公債費
4億6584万円

その他
3億7655万円

その他 9692万円

地方交付税
22億5665万円
地方交付税
22億5665万円

※金額は端数処理のため合致しない場合があります

※その他の経費…議会費、諸支出金、予備費などの経費 自主財源
※その他…�繰入金（一般会計、特別会計、基金等の会計間を移動

するお金）、分担金、負担金、使用料、寄付金など
依存財源
※その他…�地方消費税交付金、利子割交付金、交通安全対策交付

金など展示物の充実へ浄土文化の洞察へ

利便性の重視を

氷室予算委員長

まちまちのの未来未来をを つなぐ予算つなぐ予算
町政発展と 暮らしの支えに
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地域おこし協力隊の活動
問 地域おこし協力隊業務委託料4,950万円は9名分の予算を示している

のか。また地域おこし協力隊中間支援業務委託料200万円の詳細は。

答 一人当たりの報酬・活動費があわせて550万円で、それが9人分であ
る。中間支援業務委託料200万円は、地域おこし協力隊の活動日誌の

取りまとめ、年度末の活動報告会、初任者研修の実施等が業務委託されたも
のである。

世界遺産登録15周年記念事業
問 世界遺産連携推進実行

委員会負担金500万円
の概要は。

答 令和８年は、世界遺産
登録15周年、中尊寺

落慶900年の節目の年であり、
世界遺産祭in平泉を掲げ８月
29日と30日平泉スマートイ
ンターチェンジの駐車場で盛
大に開催する。

農業振興策への
支援

問 新規就農者対策事業の事業
内容は。

答 新規就農者に月額12万5,000
円を経営開始準備期間とし

て給付する事業である。認定から
2年間の支給で、現在1人が対象と
なっている。

少子化対策
問 出産祝金40万円の詳細は。今年度は減額したのか。

答 20人分を想定している。前年度までは出産祝金が5万円（現金2万
円と商品券3万円分）だったが、国の支援として10万円が妊婦に�

給付される制度が既に始まっていることから、出産祝金として現金２万円の
給付とした。

空き店舗対策
問 空き店舗対策事業補助金が前年度より300万円増額され、363万

6,000円となっているがその内容は。

答 昨年度までは空き店舗対策で家賃補助をしていた制度であったが、今回
から300万円を上限にリフォーム費用にも適用可能としたためである。

地域防災の要
小型動力ポンプ付積載車購入
４分団の小型動力ポンプ付積載車を新調する。

問 令和６年に3,190万円を計上して
７分団の車両を購入した経緯があ

る。今回の車両価格約1,380万円とは大
きな開きがある、その理由は。

答 ７分団のものはポンプ自動車で、今年度計上しているものは小型動力
ポンプ付積載車であり、形式が異なるためである。

集落支援業務
問 新規事業の集落支援業務委

託料の事業内容は。

答 集落の維持や活性化を目的
に、地域住民とともに集落

の課題解決に向けて取り組む制度で
ある。

部活動の
地域移行支援

問 部活動地域移行支援補助金
51万5,000円の用途は。

答 町のスポーツ協会に委託し
て見守り活動を実施してい

る補助金である。

小学校の給食費
問 今年４月から、小学校の給食

費が国費での交付金となり、
一人月額5,200円補助されるが、こ
れで賄えるのか。

答 今現在、一人年額４万8,800
円である。物価高騰もあるが、

来年度の交付金を活用して、保護者
に負担をかけることなく取り組む。

　今年は世界遺産登録15周年という節目の年
である。しかし当然ながら、町の抱える諸課題
の解決へ歩みを止めてはならない。

落慶900年となる中尊寺入口

小型動力ポンプ付積載車

少
子
・
定
住
化

地域地域のの活性化活性化にに 向けて向けて

防 

災

観
光
振
興

産 

業

教 

育

予
算
案
を
審
査
！
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●�町政・地域の将来像を規定
●�実現性に配慮しつつも理
想を思い描く

●�全ての施策で主要事業等
を記載
●�実効性を保つために実施
計画との連動が必要

●�毎年見直しがされる
●�目標を明確化して予算と
の連動を持たせる施

設
は
継
続
さ
せ
て
い
く

ー
町
長
の
熱
い
想
い
ー

問
令
和
８
年
度
は
一
般
会
計
か
ら
健
康
福
祉

交
流
館
へ
の
繰
入
金
が
３
５
２
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
経

営
改
善
計
画
で
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を

毎
年
減
額
し
て
い
く
と
し
て
い
た
が
、
初
年
度
か

ら
そ
の
計
画
は
破
綻
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

町
民
温
泉
を
残
す
の
で
あ
れ
ば
、
庁
舎
内
一
丸
と

な
っ
て
、
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
現
段
階
で
町
民
温
泉
を
な
く
す
と
い
う
考

え
は
一
切
持
っ
て
い
な
い
。
現
在
は
食
堂

の
在
り
方
や
、
職
員
の
人
数
を
検
討
し
て
い
る
。

今
後
も
町
民
温
泉
の
課
題
内
容
を
掘
り
下
げ
な
が

ら
、
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

人
件
費
の
見
直
し
は

問
人
件
費
が
経
営
改
善
を
進
め
る
う
え
で
の

足
か
せ
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
こ
を
改
善
し
な
い
限
り
、
個
別
項
目
別
の
対
策

を
立
て
た
と
こ
ろ
で
焼
け
石
に
水
で
あ
る
。

答
一
人
当
た
り
の
手
当
て
を
減
ら
す
と
い
う

方
向
で
は
な
く
、
今
検
討
し
て
い
る
の
は

削
減
で
き
る
経
費
の
範
囲
で
政
策
を
織
り
込
み
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

議会は
こう捉えている

　町民温泉は開館から３０年が経
ち、施設の老朽化が進んできてい
る。今後さらに設備補修に費用が
かかってくるのではないか。物価
高も含め、今後あらゆる費用の増
大が見込まれるこの難局をどのよ
うに乗り越えていくのか。

町の未来の設計図（平泉町総合計画）

　総合計画とは、まちの将来像と方向性を示したものである。基本構想を期間
で区切り、具体的な施策で示したものが前期・後期基本計画であり、この基本
計画に基づいて、実施計画が示され、いつ、どの程度の予算で行うかを明らか
にする。令和8年度は平泉町の第6次総合計画の後期基本計画が策定され、こ
れまでの課題・取り組みを踏まえたものとなった。

後期計画より一部抜粋した指標 現状 → 目標

ふるさと応援寄付金の寄付額 1.0億円 → 2.4億円

公園の整備数 ０箇所 → 1箇所

防犯灯の設置個所数 652箇所 → 675箇所

町道舗装率 63.1％ → 65.0％

SIC周辺開発計画エリアにおける整備率 ０％ → 50％

基本構想基本構想
⎛将来像⎞
⎝方向性⎠
10年

基本計画
⎛前期施策⎞
⎝後期施策⎠
５年間ずつ

実施計画
（具体的な事業と予算）

３年間

目的

手段

目的

手段

町民町民のの声声悠久の湯のアピールを
課題が山積みの中で悠久の湯の存続
となると、町民以外の観光客にも足
を運んでもらう必要があるのではな
いか。悠久の湯アピールをもっとす
べきだと思う。

岩
いわ

渕
ぶち

　泰
やす

博
ひろ

さん
（平泉字要害）

町民町民のの声声町民が実感できる情報発信を
総合計画後期基本計画は、今後５年間まち
づくりの方向性を示す重要な計画のようで
すが、町民が実感できる施策の充実ととも
に、分かりやすい情報発信を求めます。

千
ち

葉
ば

　幸
さち

子
こ

さん
（平泉字鈴沢）

−−憩いの場を憩いの場を守る守るためため−−

悠久の湯悠久の湯 のの経営改革を経営改革を
P i c k

u p

町
民
生
活
の
コ
ン
パ
ス

後
期
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
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２月会議・３月会議採決状況
（賛否が分かれた議案は３件）� （賛成：〇、反対×）

会議名
議員名

議　案

小
埜
寺　

享

千
葉
多
嘉
男

大
友　

仁
子

氷
室　

裕
史

阿
部　

圭
二

三
枚
山
光
裕

真
篭　

光
幸

髙
橋　

伸
二

佐
藤　

孝
悟

千
葉　

勝
男

升
沢　

博
子

髙
橋　

拓
生

賛

成

反

対

採
決
結
果

2月会議 一般会計補正予算（第９号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 11 0 可決

3月会議

職員定数条例などの一部改正
など５件
総合計画後期基本計画の策定
など４件
一般会計、特別会計、下水道
事業会計、水道事業会計補正
予算７件

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 11 0 可決

平泉町町税条例の一部を改正
する条例 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 − 9 2 可決

議員報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 11 0 可決

人権擁護委員の諮問 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 11 0 可決

令
和
８
年
度
予
算

一般会計 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 11 0 可決

国民健康保険特別会計 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 − 9 2 可決

後期高齢者医療特別会計 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 − 9 2 可決

健康福祉交流館特別会計など
２件
下水道事業会計
水道事業会計

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 11 0 可決

※採決に議長は参加していません。

継続審査のその後は…
「�ゆたかな学びの実現・教職員定数の
改善・教育予算の拡充について」

　２月の総務教民常任委員会において、参考人（岩手県教職員組合県南支部　書記長：佐
さ
藤
とう

智
とも
也
や
氏）を招致し、上記陳情について議論を交わした。教職員が働く現場において、依然と

して長時間労働の是正が実感できない実態や現状を鑑みた際の教職員定数改善の必要性につ
いて細かく説明を受けた。その結果、３月会議において採択され、意見書を提出することと
なった。

採択

人権擁護委員への同意
岩
いわ
渕
ぶち
省
せい
一
いち
氏を新たに人権擁護委員として選任することに議会は同意した。

　人権擁護委員とは各市町村長が推薦した者を法務大臣が委嘱するものであり、地域において人権相談の受付や人権侵害
の防止にあたり救済を行う者である。

旧公民館跡地の利活用は

問 アスベストを含む解体工事の安全性は図られたのか。

答 産業廃棄物の中でも特別な処理が必要であり、いわてクリーンセン
ターで適切に処理されている。

問 解体工事費が当初の見積もりより大きく増額になった理由は。

答 アスベストを含む建材の処分を当初1.6トンとみていたが、2.8トン
増の4.4トンとなった。その結果全体の処分量が増え、整地費と産業

廃棄物処分に係る費用が増額となり今回の補正要求となった。

問 旧公民館跡地は今後、どのように活用していくのか。

答 世界文化遺産の重要な資産の緩衝地帯、バッファゾーンに位置付けら
れている。地域の活性化と世界遺産の保全の両立が可能な形で検討を

進めていく。
今後は、住宅政策や歴史的な公園に資する活用も検討していく。

陳情

　
長
年
、
町
民
の
生
活
を
支
え
て
き
た
公
民

館
は
、
令
和
４
年
３
月
に
閉
館
し
、
解
体
さ

れ
た
。
旧
公
民
館
の
機
能
は
学
習
交
流
施
設

エ
ピ
カ
に
移
転
し
た
。

　
今
後
は
有
効
な
跡
地
利
用
が
望
ま
れ
る
。旧公民館跡地、その活用は

定
例
会
２
月
会
議

定
例
会
２
月
会
議

旧
公
民
館
解
体
工
事
費
が
増
額
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一　般　質　問

事
業
の
内
容
、
補
助
率
等

を
別
に
定
め
る
要
綱
に
委

任
さ
れ
て
い
る
。

問
　
町
民
が
申
請
し

た
補
助
金
交
付
要

綱
の
中
に
は
「
完
成
前
と

の
規
定
」
が
な
い
。
制
度

の
逸
脱
・
濫
用
で
は
な
い

か
。総

務
課
長
　
「
交
付
決

定
前
は
認
め

な
い
」
こ
と
は
行
政
に
い

る
者
は
理
解
し
て
い
る
。

一
般
の
町
民
の
方
に
は
理

解
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス

も
あ
る
。

問
　
障
が
い
者
等
の

方
が
、
ス
ム
ー
ズ

に
投
票
が
で
き
る
よ
う
に

更
な
る
取
り
組
み
が
必
要

と
考
え
る
。
投
票
に
際
し

必
要
な
支
援
を
口
頭
に
よ

る
申
し
出
が
困
難
な
方
、

苦
手
な
方
が
事
前
に
記
入

出
来
る
「
選
挙
支
援
カ
ー

ド
」
を
導
入
す
る
考
え
は

な
い
か
。

町
長
　
次
回
の
選
挙

か
ら
期
日
前
投

票
所
お
よ
び
当
日
の
各
投

票
所
に
お
い
て
「
選
挙
支

援
カ
ー
ド
」
を
導
入
す
る

予
定
で
あ
る
。

問
　
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
障
が
い

者
等
の
方
が
投
票
し
や
す

い
よ
う
に
、タ
ク
シ
ー
券
を

配
布
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長
　
誰
も
が
安
心

し
て
選
挙
権
を

行
使
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
向
け
、
実
施
可
能
な
支

援
策
を
検
討
す
る
。 ※�各議員の質問ページの氏名隣りの

ＱＲコードから、個人の質問の
内容がご覧になれます。

　議員自身の考え、町民の生の声、
町の施策などを執行者に質

ただ

します。
　今回は９人の議員が登壇しました。

P11 髙橋伸二　議員
①地方自治体の公文書と職務遂行義務

P11 大友仁子　議員
①安心で安全な子育て環境の整備
②投票しやすい環境整備

P12 千葉勝男　議員
①青木町長の政治姿勢
②人口減少対策
③町有財産
④地域おこし協力隊

P12 千葉多嘉男 議員
①自治体DXの推進
②柳之御所遺跡の追加登録及び復元整備計画

P13 小埜寺享　議員
①障がい者福祉

P13 阿部圭二　議員
①住宅リフォーム及びリノベーションへの支援
②高齢者への支援

P14 真篭光幸　議員
①保育・子育て支援の充実
②移住・定住の推進
③新しい時代に対応したこどもの教育

P14 佐藤孝悟　議員
①GIGAスクール構想とその後
②土取り場の工業団地化

P15 三枚山光裕　議員
①町長施政方針演述と新年度予算案
②教育行政方針演述

問
　
町
民
か
ら
提
出

さ
れ
た
「
補
助
金

交
付
申
請
」
が
文
書
取
扱

規
程
等
に
基
づ
い
て
公

平
・
公
正
に
処
理
さ
れ
て

い
な
い
事
例
が
あ
る
。

総
務
課
長
　
補
助
金
交

付
規
則
の
定

め
に
よ
り
、
速
や
か
に
審

査
し
結
果
を
通
知
す
べ
き

で
あ
っ
た
。
手
続
き
上
の

不
備
を
認
め
率
直
に
お
詫

び
を
申
し
上
げ
た
い
。

問
　
規
則
や
要
綱
の

ど
の
条
項
に
「
当

該
申
請
物
件
が
完
成
前
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

明
記
さ
れ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
補
助
金
交

付
規
則
の
中

で
補
助
金
の
交
付
対
象
、

総合計画６つの基本目標
１．協働のまち
1-1 こどもの教育 真篭
1-4 移住・定住 千葉（勝）・真篭

２．福祉の充実
2-1 子育て環境の整備 大友・真篭
2-3 高齢者福祉の充実 阿部
2-4 障がい者福祉 小埜寺

３．観光と産業
3-4 商工業の振興 千葉（勝）・佐藤

５．環境と調和
5-4 住宅の整備 阿部
5-6 情報環境の充実 千葉（多）・佐藤

６．歴史と文化
6-1 文化遺産の活用 千葉（多）

その他
行財政運営 髙橋（伸）・

千葉（勝）・三枚山
選挙関連 大友

大
おお
友
とも
　仁
さと
子
こ
 議員

全文はこちらから

全文はこちらから

髙
たか
橋
はし
　伸
しん
二
じ
 議員

議員の
ひとりごと

今回、町民の補助金交付申請が
町の手続き・過失が原因で無かっ
たことにされた。町の慣行は住民
を拘束しない。町民が受けた不利
益は回復させるのが当然だ。

投票所の町役場
議員の
ひとりごと

自力での外出が難しい高齢者や障がい
者等の投票機会を確保するため、是非
とも無料タクシー券の配布を望む。

一
般
質
問
で
町
の
考
え
を
問
う

ここがここが
聞聞きたい！きたい！

一般質問一般質問とと
総合計画総合計画

町ホームページで見られます ▼

【第６次平泉町総合計画】

　平泉町は総合計画に基づき、町長が施策を推進
しています。６つの基本目標に大別された分野別
の課題や進捗状況、政策について議員が町長等に
質すのが一般質問です。各議員が総合計画におけ
るどの分野について質問しているのかを可視化し
ました。

投票しやすい環境整備は
答支援策を検討する

規則に沿った事務処理を
答適正な文書管理に努めていく
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
企
業
誘
致
に
関

し
て
、
な
か
な
か

形
が
見
え
て
こ
な
い
。
ど

の
よ
う
な
現
状
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
　
誘
致
の
可

否
を
断
定
的

に
言
う
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
現
在
進
め
て
い
る
開

発
事
業
者
と
は
好
印
象
を

持
っ
た
交
渉
を
進
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

町
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
に

つ
い
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

部
分
は
し
て
い
く
。

問
　
居
住
の
自
由
は

理
解
し
て
い
る

が
、
町
職
員
の
多
く
が
町

外
に
住
ん
で
い
る
。
職
員

採
用
の
段
階
で
町
内
の
居

住
を
促
す
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

総
務
課
長
　
受
験
資
格

要
件
と
し
て

の
義
務
化
は
難
し
い
が
、

平
泉
町
が
移
住
施
策
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
等

は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

問
　
平
泉
全
体
の
歴

史
的
価
値
を
包
括

的
に
伝
え
る
た
め
、
早
期

の
拡
張
登
録
を
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
浄
土
を
表
し

た
と
す
る
論
理

に
よ
る
価
値
証
明
を
検
討

し
、事
前
評
価
申
請
書
を
、

文
化
庁
、
有
識
者
の
意
見

を
頂
き
早
期
の
提
出
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め

る
。問

　
拡
張
登
録
に
向

け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

世
界
遺
産

推
進
室
長
　
登
録
ま
で

の
期
間
と
し

て
は
、
順
調
に
進
ん
で
も

事
前
評
価
申
請
書
の
提
出

か
ら
４
年
は
か
か
る
。

問
　
史
跡
公
園
化
さ

れ
て
い
な
い
公
有

化
さ
れ
た
土
地
に
つ
い
て

も
、
史
跡
公
園
と
し
て
整

備
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

世
界
遺
産

推
進
室
長
　
発
掘
調
査

の
継
続
的
な

調
査
と
検
討
が
必
要
な
こ

と
か
ら
、
整
備
に
は
時
間

が
か
か
る
と
考
え
る
。

も
想
定
し
、
校
舎
に
つ
い

て
も
整
備
す
る
つ
も
り
は

あ
る
か
。

教
育
次
長
　
現
段
階
で

は
体
育
館
の

み
と
考
え
て
い
る
。
事
業

費
の
財
源
等
に
つ
い
て

も
、
国
庫
補
助
等
の
活
用

を
前
提
に
し
な
が
ら
今
後

検
討
し
て
い
く
。

問
　
高
齢
者
の
運
転

免
許
証
の
自
主
返

納
者
に
継
続
的
な
支
援
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
町
内
の
運
転

免
許
証
の
保
有

者
の
４
割
が
高
齢
者
で
、

自
主
返
納
者
数
は
２
５
４

人
で
、
令
和
７
年
の
返
納

者
数
は
３５
人
で
あ
る
。

　
令
和
６
年
度
よ
り
自
主

返
納
者
に
、
公
共
交
通
の

利
用
支
援
と
し
て
１
万
円

の
助
成
を
し
て
い
る
。

問
　
今
後
も
、
町
内

で
も
大
雪
が
想
定

さ
れ
る
。特
に
高
齢
者
は
、

自
宅
か
ら
出
ら
れ
な
い
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
行
政

区
に
除
雪
道
具
の
配
布
等

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長
　
高
齢
者
世
帯

の
除
雪
は
身
体

的
な
負
担
が
大
き
い
た

め
、
民
生
委
員
や
地
域
包

括
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し

実
態
把
握
し
て
い
く
。

問
　
文
部
科
学
省
は

学
校
施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し
て

い
る
。
当
町
の
小
中
学
校

３
校
で
は
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
ト
イ
レ
を
設
置
し
て

い
る
の
は
２
校
で
あ
る
。

残
り
の
１
校
に
つ
い
て
の

対
応
は
。

教
育
長　
現
在
、
長
島

小
学
校
が
未
整

備
の
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
障
が
い
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
児
童
が
安
心
し
て

学
べ
る
教
育
環
境
の
充
実

と
指
定
避
難
所
と
し
て
の

地
域
防
災
機
能
強
化
の
面

か
ら
、
整
備
に
つ
い
て
具

体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

問
　

整
備
体
制
が

整
っ
た
場
合
、
体

育
館
と
の
一
体
的
な
利
用

千
ち
葉
ば
　勝
かつ
男
お
 議員

千
ち
葉
ば
多
た
嘉
か
男
お
 議員

全文はこちらから

全文はこちらから

阿
あ
部
べ
　圭
けい
二
じ
 議員

全文はこちらから

全文はこちらから

小
お
埜
の
寺
でら
　享
とおる
 議員

議員の
ひとりごと

免許返納者に支援として毎年１万円
の支援や電動自転車の貸し出しを
検討するべきではないか。

議員の
ひとりごと

町長はこれまで、党派を超え
て国等に要望を行なってきた
と言った。今後も党派を超え
た活躍を期待したい。

企業誘致は急務

発掘調査が進められる堀外部地区
議員の
ひとりごと

平泉バイパス建設事業を発端
として、止む無く家屋移転や
農地を提供された住民の方々
の心情を察すると、早期の復
元整備を進めて欲しい。

議員の
ひとりごと

近年、障がい者数は増加傾向にあ
るとされています。平泉町障がい者
福祉計画に基づき、支援と共にやさ
しいまちづくりにこれからも努めてい
ただきたいと思います。

バリアフリートイレの充実を

必要な行政区には雪かき機を

青木町政３期の成果は
答対話を広げ、施策を進めてきた

柳之御所遺跡の拡張登録と整備は
答評価申請書の早期提出を進める

高齢者世帯の雪かき支援は
答民生委員と実態把握をする

バリアフリートイレの設置は
答整備に向けて検討していく
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一　般　質　問 一　般　質　問

観
光
商
工

課

長
　
賃
上
げ
に

関
し
て
は
ど

の
よ
う
な
支
援
が
い
い
の

か
、
今
ま
さ
に
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。

問
　
町
の
将
来
を
担

う
人
材
育
成
の

為
、
日
本
財
団
が
設
立
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
通

信
制
大
学「
Ｚ
Ｅ
Ｎ
大
学
」

へ
の
進
学
支
援
を
行
え
な

い
か
。

教
育
長　
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
大
学
は

文
部
科
学
省
で
認
可
さ
れ

た
大
学
で
あ
り
、
育
英
資

金
の
対
象
に
は
な
る
。

問
　
経
済
的
な
事
情

で
進
学
を
諦
め
る

こ
と
の
な
い
よ
う
大
学
進

学
の
道
を
示
し
て
や
る
こ

と
も
子
育
て
支
援
の
方
策

の
一
つ
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

当
町
で
は
、

育
英
資
金
の
貸

し
付
け
で
就
学
機
会
の
確

保
を
図
っ
て
い
る
。
他
の

政
策
等
と
整
合
性
を
図
る

必
要
が
あ
る
た
め
、教
育
行

政
で
直
ち
に
必
要
性
を
判

断
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

問
　
給
付
型
奨
学
金

の
創
設
も
検
討

し
、
町
の
子
ど
も
た
ち
が

町
に
帰
っ
て
く
る
よ
う
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
町
と
し
て
新

た
な
制
度
の
創

設
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
ス
マ
ホ
・
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
の
デ
ジ

タ
ル
デ
バ
イ
ス
の
多
用
に

よ
る
集
中
力
や
学
力
低
下

等
の
弊
害
は
な
い
の
か
。

教
育
長　
デ
ジ
タ
ル
デ

バ
イ
ス
を
日
常

的
に
長
時
間
利
用
す
る
こ

と
が
学
力
低
下
の
要
因
に

な
り
得
る
こ
と
は
、
教
育

委
員
会
で
も
大
学
の
研
究

を
通
し
理
解
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
今
後
も
紙
と

デ
ジ
タ
ル
、
そ
れ
ぞ
れ
の

良
さ
を
生
か
し
た
教
育
環

境
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

問
　
デ
ジ
タ
ル
デ
バ

イ
ス
を
過
度
な
利

用
時
間
と
な
ら
な
い
よ

う
、
使
用
時
間
の
範
囲
を

定
め
て
是
正
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

教
育
次
長
　
こ
れ
ま
で

教
育
委
員
会

は
主
体
的
に
使
用
時
間
を

定
め
る
こ
と
は
し
て
こ
な

か
っ
た
。
今
後
は
、
学
校

運
営
協
議
会
、
学
校
等
と

連
携
し
な
が
ら
、
あ
る
程

度
の
方
針
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

令和７年度の一般質問総括

議員は何に注目してきたのか
　令和７年度は延べ33人の議員が70項目について一般質問を行なった。特に福祉�
関係と農業振興、子どもの教育に関する質問は、毎回取り上げられ、議員間でも�
町の重要課題として注視されてきたことがわかる。

問
　
新
た
な
独
自
財

源
の
確
保
の
仕
組

み
に
つ
い
て
検
討
す
る
と

し
て
い
る
。
具
体
的
な
考

え
は
。

町
長
　
世
界
遺
産
と

日
本
農
業
遺
産

を
中
心
と
し
た
地
域
資
源

を
最
大
限
に
活
用
し
た
財

源
確
保
策
を
進
め
る
。

問
　

給
与
所
得
者�

の
納
税
が
一
番
大

き
い
。
個
人
の
町
民
税
に

占
め
る
割
合
は
金
額
で

８６
・
９
％
で
あ
る
。
財
源

確
保
を
模
索
す
る
際
、

様
々
な
方
法
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
最
も
大

事
な
の
は
労
働
者
の
賃

金
、
給
与
を
上
げ
る
施
策

で
は
な
い
か
。

福 祉 の 充 実 16人 商工業の充実 6人

農 業 の 振 興 9人 地 域 防 災 4人

子どもの教育 8人

　上記が特に取り上げられることが多かった項目である。他にも地域公共交通や�
文化遺産、地域おこし協力隊に関する質問など多岐に渡っていた。今後も議員それ
ぞれの考えはもちろん、町民の皆様の意見・考えを十分に反映し、一般質問を行なっ
ていく。

全文はこちらから

三
さん
枚
まい
山
やま
光
みつ
裕
ひろ
 議員 真

ま
篭
ごめ
　光
みつ
幸
ゆき
 議員

佐
さ
藤
とう
　孝
こう
悟
ご
 議員

全文はこちらから

全文はこちらから

議員の
ひとりごと

デジタル・紙、それぞれの
良さを生かし、子どもたち
のより良い教育環境づくり
を目指してほしい。

デジタル依存に注意

大盛況の江刺カルチャーパーク
議員の
ひとりごと

子どもの遊び場となる公園の
整備を進めるとの計画だが具
体像が示されない。親子の
居場所づくりを早急に求む。

議員の
ひとりごと

平泉町民一人当たりの納税額が 2.7
万円。愛知県幸田町は 6.7 万円余。
所得が多いからだ。そこをどうする
かなんだけど。分かったのかな？

独自財源の確保を

オンライン大学への進学支援は
答育英資金制度で支援できる

タブレット依存への対策は
答子どもの利用時間等を定める

新たな独自財源確保策は
答世界遺産と農業遺産の活用を
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２
月
２６
日
に
議
長
を
は
じ
め
、
議
会
改
革
推
進
会
議
委
員
長
が�

町
議
会
の
総
意
と
し
て
、
追
跡
質
問
の
必
要
性
を
町
長
へ
提
言
し
た

と
こ
ろ
、
主
に
左
記
の
事
項
を
遵
守
し
つ
つ
、
導
入
す
る
こ
と
が
町
・

議
会
間
で
協
議
を
経
て
決
定
し
た
。

•
�

追
跡
質
問
の
範
囲
は
過
去
一
年
以
内
の
一
般
質
問
・
総
括
質
疑
・

事
件
案
件
と
す
る
。

•
�

発
言
時
間
は
２０
分
以
内
と
し
、
文
書
で
質
問
要
旨
を
事
前
に
通
告

す
る
。

•

初
回
答
弁
は
町
長
及
び
教
育
長
が
行
う
。

他
の
自
治
体
に
お
け
る
導
入
事
例
は
？

　
全
国
的
に
は
、
広
報
委
員
会
が
独
自
に
一
般
質
問
等
を
追

跡
調
査
し
、
議
会
広
報
に
掲
載
し
て
い
る
事
例
は
見
受
け
ら

れ
る
。
県
内
で
は
住
田
町
議
会
が
そ
の
例
で
あ
る
。
し
か
し
、

今
回
の
平
泉
町
議
会
の
よ
う
な
独
立
し
た
追
跡
質
問
制
度
導

入
の
試
み
は
、
北
海
道
の
知し

り
う
ち
ち
ょ
う

内
町
・
青
森
県
の
佐
井
村
・
宮

城
県
の
川
崎
町
な
ど
と
並
び
、
全
国
的
に
は
極
め
て
先
進
的

で
あ
る
と
言
え
る
。
町
議
会
と
し
て
も
質
問
す
る
こ
と
を
終

着
点
と
せ
ず
、
よ
り
活
発
な
議
論
を
展
開
す
る
た
め
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

福
祉
・
教
育
分
野
の
醸
成
を

ま
ち
の
元
気
と
暮
ら
し
を
形
成

産
業
建
設
常
任
委
員
会

総
務
教
民
常
任
委
員
会

１
．人
口
の
自
然
増
に
向
け
て

　
　
若
年
子
育
て
世
代
に
経
済
的
支
援
を

　
　

�　
近
年
の
物
価
高
は
若
い
世
代
の
生
活
を
圧
迫
し
、
困
窮

す
る
家
庭
も
増
加
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、

若
い
世
代
が
出
産
や
育
児
に
対
し
て
抱
え
る
不
安
を
解
消

し
、
子
育
て
の
し
や
す
い
環
境
整
備
の
た
め
に
中
学
生
へ

の
給
食
費
の
無
償
化
と
第
２
子
以
降
へ
の
出
産
祝
金
の
多

子
加
算
の
経
済
的
な
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
公
園
の
整
備
を

　
　

�　
特
に
子
育
て
世
代
か
ら
強
く
要
望
の
あ
る
、
子
ど
も
た
ち

が
の
び
の
び
と
遊
び
、
世
代
間
交
流
が
で
き
る
公
園
の
整
備

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
早
急
な
整
備
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

２
．人
口
の
社
会
増
に
向
け
て

　
　
観
光
客
を
含
め
た
交
流
人
口
の
増
加
を

　
　

�　
ま
ち
の
人
材
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な

ど
を
活
用
し
空
き
店
舗
の
活
用
を
図
り
、
観
光
客
が
散
策

し
た
く
な
る
町
並
み
の
形
成
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

れ
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
雇
用
の
場
の
確
保
を

　
　

�　
若
者
の
∪
Ｉ
タ
ー
ン
を
増
や
す
た
め
、
積
極
的
な
企
業
誘

致
を
行
い
、
雇
用
の
場
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
さ
ら
な
る
充
実
、安
価
で
購
入
で
き
る
住
宅

団
地
の
造
成
な
ど
住
環
境
の
整
備
に
も
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

１
．社
会
基
盤
整
備

　
　
住
民
の
要
望
に
沿
っ
た
社
会
基
盤
整
備
を
望
む

　
　

�　
緊
急
車
両
の
入
れ
な
い
町
道
や
私
道
も
依
然
と
し
て
存

在
し
て
お
り
、
引
き
続
き
計
画
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

　
　

�　
景
観
条
例
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
７
月
の
都
市
計
画�

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
を
踏
ま
え
、住
民
の
要
望
に
沿
っ

た
改
定
と
な
る
よ
う
に
見
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

２
．農
業
振
興
策

　
　
鳥
獣
被
害
対
策
を
含
め
、
農
業
振
興
策
へ
の
施
策
を
望
む

　
　

�　
令
和
７
年
９
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
緊
急
銃
猟
に
つ

い
て
、
実
施
訓
練
も
さ
れ
た
が
、
緊
急
銃
猟
に
あ
た
る
実

施
者
と
地
域
住
民
の
安
全
第
一
に
引
き
続
き
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
。

　
　

�　
コ
メ
価
格
の
高
騰
、
一
方
で
「
暴
落
の
可
能
性
」
の
報

道
な
ど
、
主
食
を
生
産
す
る
農
家
が
安
心
し
て
農
業
生
産

に
取
り
組
め
る
町
独
自
の
施
策
に
つ
い
て
も
必
要
で
あ
る
。

３
．観
光
・
産
業
振
興
策

　
　
物
価
高
に
対
応
し
た
支
援
を
強
め
ら
れ
た
い

　
　

�　
物
価
高
騰
は
深
刻
で
あ
り
、
町
内
事
業
者
へ
の
支
援
を�

引
き
続
き
求
め
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

令
和
８
年
度
は
、
提
言
に
沿
っ
た
調
査
・
研
究
を
し
て
い
く
。

制度の活用を
質問の内容にもよりますが、
追跡質問を重ねることで、
質疑がより深まり理解も一層
進むと考えます。そのため
積極的に追跡質問を続けて�
いただければ、より良い方向
性が必ず浮上してきます。
そうしなければ何も変わら
ないと思います。

佐
さ

瀬
せ

　博
ひろ

孝
たか

さん
（平泉字伽羅楽）

町
民
町
民
のの
声声

町長へ提言町長へ提言
〜追跡質問の導入に向けて〜〜追跡質問の導入に向けて〜

常任委員会活動 過去２年間の所管調査

所管調査とは…�各委員会が担当する分野について現状や課題を把握し、必要に応じた
調査・研究を行うことを指す。

各分野を町に提言
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備えは日常から� 令和８年２月16日

よりよい町づくりのためによりよい町づくりのために
女性農業者の会から要望がありました。

いわてポラーノの会
　２月20日、会長の武

たけ
田
だ
美
み
紀
き
様、一般

社団法人岩手県農業会議会長杉
すぎ
原
はら
永
えい
康
こう
様

から女性の農業委員への登用に関する要
望をいただきました。農業委員に占める
女性の割合は２割程度と低い現状にあり、
現体制以上の女性の登用の拡充の要望が
ありました。

写真で見る議会の活動

　
昨
年
１２
月
、日
本
初
と
な
る
第
一
回
「
節
水�

栽
培
米
グ
ラ
ン
プ
リ
」 

に
お
い
て
、「
節
水

型
乾か

ん
田で

ん
直じ

か
播ま

き
栽
培
」
に
よ
る
米
づ
く
り
を
行

う
全
国
の
生
産
者
３０
名
の
中
で
、
初
代
大
賞

に
輝
か
れ
ま
し
た
。

改
め
ま
し
て
、
大
賞
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
受
賞
さ
れ
ま
し
た
お
気
持
ち
を�

お
聞
き
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
初
め
て
の
取

り
組
み
で
し
た
が
、
授
賞
式
で
は
全
国
か
ら

農
業
従
事
者
の
方
々
が
多
く
来
場
し
、
関
心

の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
反�

響
や
取
材
依
頼
も
頂
い
て
い
る
こ
と
に
も
驚

い
て
い
ま
す
。
稲い

な

株か
ぶ

の
必
要
な
部
分
の
み
に

施
肥
を
絞
る
こ
と
で
無
駄
な
雑
草
が
出
な

れ
た
取
り
組
み
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
農
業
に
興
味
を
向
い
て
も
ら
う
に
は
、

地
域
で
身
近
に
で
き
る
新
し
い
技
術
や
取
り

組
み
を
広
め
、
話
題
を
つ
く
る
こ
と
で
農
業
へ

の
関
心
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

町
や
議
会
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
、
ま
た
は

一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
農
業
を
す
る
に
も
若
者
の
定

着
が
急
務
で
す
。
出
来
る
限
り
若
者
の
定
住

や
出
産
、
育
児
な
ど
の
特
徴
的
な
人
口
減
少

対
策
を
講
じ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
で
す
。

取
材
を
終
え
て

　
農
業
情
勢
が
二
転
三
転
す
る
昨
今
、
未
来

を
見
据
え
た
佐
々
木
さ
ん
に
感
銘
を
受
け
た

取
材
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
計
画
で
み
る�

持
続
可
能
な
農
業
の
取
り
組
み
方
、
そ
し
て

平
泉
ら
し
い
農
業
と
は
何
な
の
か
、
早
急
に

答
え
を
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題
と
考

え
る
と
こ
ろ
で
す
。（取

材
者　
小
埜
寺　
享
）

か
っ
た
こ
と
が
、
品
質
に
つ
な
が
っ
た
と
思

い
ま
す
。
食
味
・
生
産
性
・
環
境
性
の
３
項

目
（
三
位
一
体
）
で
の
総
合
評
価
で
、
審
査

員
の
方
々
に
高
く
評
価
を
得
ら
れ
た
こ
と

は
、
今
後
の
励
み
と
な
り
意
欲
に
も
繫
が
っ

て
い
ま
す
。

「
節
水
型
乾
田
直
播
栽
培
」に
よ
る
米
づ
く
り

を
始
め
た
き
っ
か
け
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
昨
今
の
気
候
変
動
や
猛
暑
に
よ
り
水
不
足

が
起
き
て
お
り
、
不
安
を
感
じ
て
い
た
と
こ

ろ
、
農
業
の
配
信
動
画
で
節
水
型
栽
培
を
知

り
、「
経
験
を
積
ん
で
お
き
た
い
」
と
思
い
、

そ
の
取
り
組
み
方
の
情
報
な
ど
を
収
集
し
な

が
ら
、
県
内
外
で
取
り
組
ん
で
い
る
生
産
者

を
訪
問
し
、
研
修
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
身
近
に
誰
も
取
り
組
ん
で
い
な
い
こ

と
も
後
押
し
の
き
っ
か
け
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
に
必
要
な
こ
と
、
取
り
組

む
べ
き
こ
と
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

が
深
刻
な
中
、
ス
マ
ー
ト
農
業
や
機
械
化
、�

Ａ
Ｉ
な
ど
で
の
省
力
化
、
効
率
化
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
一
部
の
農
業
者
に
限
ら

　議会では年に一度、大規模災害発生を想定した防災訓練を開催している。タブレットを活用
し、各議員から安否と被害状況の報告が行われる。今回の訓練では、安否報告がない場合の対応や
Zoomを速やかに起動する手順の再確認の必要性について意見があがった。有事の際、平泉町議会
では「議会BCP※」を原則として行動するが、その議会BCPも再確認する必要があるのではないだ
ろうか。
※議会BCP…平泉町議会業務継続計画を指し、非常事態においても議会機能の維持を図り、迅速に対応するための計画である。若

者
が
関
心
を
抱
く
農
業
を

「
下し
も
長な
が
根ね

農
場
」　
佐さ

さ々

木き

正ま
さ
樹き

さ
ん

もしもの時に備えて

豊作を願い播
は

種
しゅ

作業を進める

女性の積極的な農業参画を

シリーズシリーズ
77

町町民民
ののホンネホンネ
　町民ひとりひとりに町への思いがあります。皆さんの取り組み
や考えを聞いてみました。
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参加団体

平泉商工会
平泉観光協会

平泉町社会福祉協議会

議会も自助努力を議会も自助努力を
•�議会全体も質の向上を目指
すべき
•�デジタル化で作業の効率化
を図るべき
•定数の再考はしないのか

議会活動の可視化を議会活動の可視化を
•�委員会活動等が町民に響いていないの
ではないか
•�守秘義務の側面もあるが、やはり活動
が見えにくい

財政的な問題は財政的な問題は
•�増額は町の財政的に問題な
いのか
•�過去の報酬改定の歴史も振
り返るべき

若い人は出られる？若い人は出られる？
•�年金も退職金もない、若い
人は出られるのか
•�特に子育て世代には難しい
のではないか

議会としての方針は議会としての方針は
•�まずは議会（議員）全体として
の方針を定めるべき
•町民への説明はどのように？

懇談を終えて懇談を終えて
　今回、９人の方に意見交換に参加していただき、様々な意見を聞くこ
とができた。適正な水準への増額には前向きだったものの、まだまだ�
議会活動が見えてこないという声もあった。議会自体もできる限りの自助
努力をしたうえで、平泉町議会としてのスタンスをしっかり持って、この
課題に対応して欲しいという意見が印象深かった。

議員報酬の周知を議員報酬の周知を
•�議員年金が無いことは知らな
かった
•�現状の報酬が思っていたより
安かった

　昨年12月に議員報酬等検討特別委員会が
開かれ、近隣自治体等との比較検証が行わ
れた。今回は町内団体の方々に参加いただ
き、報酬改定のあり方と課題について意見
交換を行った。

報酬改定の課題報酬改定の課題と道筋はと道筋は
町内団体と平泉町議会町内団体と平泉町議会 との懇談会との懇談会
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　令和７年10月に発足した議会モニター制度が本格的に始動　した。今回は４人の議会モニターに出席していただき、町や
議会に対する思いや考えを示してもらうことができた。議会　モニター制度とは議会全体に対し、広く意見を募る目的で開
催されるものである。前身は令和７年３月まで開催していた　「議会だよりモニター」にあたる。

多い?  少ない?  適正?  議員報酬に対する意見多い?  少ない?  適正?  議員報酬に対する意見
・議員報酬は単一ではなく、町職員との比較でも論じるべきである。
・優秀な人材確保の観点からも報酬を上げても良いのではないか。
・最低限の報酬がなければ、お金に余裕のある人しかでられない。
・町の規模を考えれば、決して議員報酬が低いというわけではない。
・以前より、議会活動は増えていると感じるが、報酬は率直に言って低い。

町の施 策町の施 策とと議会議会へのへの望みは望みは特特
集集

議会のあり方に工夫を
•質問と答弁がかみあっていない感じがする。
•議会がいつ開催されるかなど、初期情報が乏しい。
•土日の議会開催も検討してみてはどうか。

青あ
お
木き

麻ま

衣い

さ
ん

初めての議場での傍聴
•�実際に議場で傍聴すると議会の動きが目に見えて�
わかりやすい。町民に議場に来てもらう方策を練る
べきである。
•�こどもたちにも議会に参画してもらえるような形を
考えてみてはどうか。
•�議員には町民の興味を惹くような努めを果たして�
ほしい。

広い視野で情報発信を
•�web中継をしているが、視聴者層は？子育て世代へ
の情報の浸透に努めて欲しい。

•�録画映像も見られるようだが、日々の生活に追われ、
視聴が困難な層も多い。発信の仕方に工夫を。

千ち
葉ば
義よし
明あき
さ
ん

鈴すず
木き
宏こう
介すけ
さ
ん

　モニター全員に共通していた意見は「情報発信のあり方」
であった。せっかくの議会活動もその発信が不明瞭であれ
ば、町民の関心は失われ、将来的に議会の意義が問われて
くるのではないだろうか。また、こどもたちに議会への�
興味を持たせるという着眼点は、前身である議会だより�
モニターからも同様の意見があったため、その方向に向け
たアクションを早期に起こすべきではないだろうか。

モニターは議会を知るきっかけに
•議論内容に関しては十分に理解できるものである。
•�政策のスピード感が議会と町とのやりとりの間で�
伝わってこない。様々な議案について「誰が、いつ
やるのか」を具体的に表明してほしい。

広報広聴
委員長の
視点

千ち

葉ば

和か
ず
宏ひ
ろ
さ
ん

議会モニターの視点視点

2223 ひらいずみ議会だより 第191号 ひらいずみ議会だより 第191号



　第57回マクドナルド全国ミニバス
ケットボール大会が開かれ、岩手県�
代表として平泉ミニバスケットボール
スポーツ少年団が全国の舞台に立ちま
した。３年前にも全国大会を経験した
稲葉優

ゆう
希
き
さんは、今回、キャプテンと

してチームをまとめ、盛り上げていき
たいという意識を持って臨んだそうで
す。これからチームを背負う後輩たち
には、「負けていても諦めない」「最後
まで頑張り抜くこと」の大切さを伝え、
自分たちの果たせなかった夏の地区大
会優勝を託したいと話していました。

　
新
年
度
が
始
ま
り
、ま
ち

に
は
希
望
の
息
吹
が
満
ち

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
議
会
だ
よ
り
で

は
、
予
算
審
議
の
様
子
を

中
心
に
、
当
町
の
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
特
集
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
紙
面

を
通
じ
て
、
議
会
の
熱
気

と
冷
静
な
議
論
の
バ
ラ
ン

ス
を
伝
え
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
を

手
に
取
り
、
町
政
へ
の
興

味
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
住
民
の

皆
様
に
、
よ
り
身
近
で
分

か
り
や
す
い
議
会
報
告
を

目
指
し
、
紙
面
づ
く
り

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。�

日々の努力に心の強さを

議長交際費を公表します議長交際費を公表します
１月分 44,392 円

（新年賀詞交換会会費など）

２月分 41,500 円
（祝賀会、懇談会費など）

３月分 23,600 円
（意見交換会、懇談会費など）

議会定例会議会定例会
６月会議のお知らせ６月会議のお知らせ

６月４日㈭～11日㈭
開催予定

※�本会議はインターネットで 
生中継しています。

※傍聴にお越しください。

※詳細は HP を
　ご覧ください。

ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

大
友
仁
子　

６年生は集大成となりました
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